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さわやかな みずいろのかぜがふく

おいもばたけの おかで

きょうも なかよし５にんぐみは

げんきいっぱい あそんでいます。
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すると・・・

ルルルル～ララ ルルルル～ララ

たかいたかい そらから

なんだか たのしそうな おんがくが きこえてきます。

５にんは おとのするほうに かけだしました。
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おとを たどっていくと

そらまでのびた

おいもの なが～いつる
ルルルル～ララ

ルルルル～ララ

おとは くものなかまで

つづいています。

「ぼくのぼってみる！」　「わたしもいく！」

　  「ぼくもいく！ まってよ～！」

みんなは おとのしょうたいが

しりたくて しかたありません。
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くものうえにつくと そこには おおきなおおきな

ふしぎなおしろが そびえたっていました。

「わ～！すごい！だれの おしろだろう！」

「ちかくまで いってみよう！」
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おしろにつくと そこには

おいもの もんばんがいました。
「こ…こんにちは！！」
みんなは ゆうきをだして

こえを かけました。

「ここは いもジェンヌじょうであるぞ！
ここからさきへ いれるわけには いかないのだ！

かえれ 　かえれ！！」10 11



「あら どうしたの？
めずらしいおきゃくさま うれしいわ！」

なかから でてきたのは

いもジェンヌちゃんでした。

「なんと ひめさま ！
きょうは それどころではない
おおいそがしですぞ！」

「きょうは いちねんでいちどの
だいじな おいもの しゅうかくさいなのよ

よかったら いっしょに おいもほりを
てつだってくださらない？」

「わ～い！たのしそう！
さんせいさんせい！」
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すぽぽぽ～ん‼
おおきなおいもに ちいさなおいも

たくさんたくさん とれました。

いち にの さん！
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わ～！こんなにたくさん！

みんな ありがとう！

すご～い！くものおふろだ～！

くものおふろは ふわふわ あったか

みんなは ピカピカ すると ルルルル～ララ

あのとききいた うたごえがします。

すっかりどろんこね！

おふろにどうぞ
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あまくて

おいしい

いもジェンヌ～♪

おいもの

いろは

ゆうひいろ～

こころも

とろけて

そまっちゃう～

なんて

すてきな

いもジェンヌ～

たべたら

ほっぺが

とろけちゃう～

いちどたべたら

あま～い

とりこ
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おしろのキッチンでは おいもたちが おりょうりを しています。

みんな おおいそがしです。
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さぁさぁ

みなさん

めしあがれ

ぜ～んぶ

　おいしそう！

ほっぺが

おちちゃうよ

わ～！

おいもの

ごちそうだ！
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おなかが いっぱいになったら えんそうかいです。

いもジェンヌちゃんから おいものはっぱの

ポシェットを プレゼントしてもらいました。

みんなは うたって おどって

らいねんまた たくさん おいもがなるように

おいのりしました。
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「いもジェンヌちゃん おいもさんたち

どうもありがとう！」

みんなは にじのすべりだいで

おうちにかえります。

「みんな げんきでね！

また あおうね！」
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「いもジェンヌちゃ～ん！ありがと～！

きっときっと またあえるよね！」

おいものゆうひに てらされて

みんなは おそらのくもに

ずっとてを ふっていました。
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